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当研究室で開発した新規針生検組織分割治具を用いた遺
伝子抽出およびデジタルPCRを用いた遺伝子変異のモニ
タリングは高精度なプレシジョンメディシンにつながる
と考えられます。

個々の転移性前立腺癌患者においてふさわしい薬剤を選
択する因子を同定し、モニタリングすることで最適な治
療方法を選択することを目指します。
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前立腺癌細胞動態の個体レベルの計量的な分析が可能
となれば薬剤選択に必要な因子の同定につながり、患
者個人レベルで最適な治療を施すprecision medicine
につながると考えられます。近年、早期診断マーカー、
治療選択の補助診断および予後予測の有望なツールと
なりうる解析手法としてリキッドバイオプシーが注目
されています。本研究では申請者らが開発した新規針
生検組織分割治具を用いて、患者特有の遺伝子変異を
同定し、デジタルPCRをもちいてctDNA中におけるそ
の固有の遺伝子変異をモニタリングすることで薬剤抵
抗性に関与する因子を同定することを目的とします。
(参考文献)Shiraishi T, et al. Usefulness of a novel device to 
divide core needle biopsy specimens in a spatially matched 
fashion. Sci Rep. 2020.
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